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三
月
十
五
日
松
江
市
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら

く
も
で
行
わ
れ
た
研
修
会
は
、
昨
年
の
統

一
選
挙
に
よ
り
女
性
農
業
委
員
二
十
七
名

が
誕
生
し
た
事
で
知
事
部
局
よ
り
要
請
の

あ
っ
た
も
の
で
す
。
知
事
と
女
性
農
業
委

員
と
の
懇
談
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。
知

事
よ
り
農
業
委
員
と
し
て
の
責
任
、役
割
、

県
と
し
て
の
支
援
、
農
業
に
対
す
る
施
策

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
七
名
の
地
区
代

表
者
が
現
在
の
農
地
問
題
、
現
状
、
心
掛

け
て
い
る
事
、
支
援
頂
き
た
い
事
を
話
し

ま
し
た
。
益
田
市
の
代
表
者
は
高
齢
者
の

加
工
食
品
と
し
て
、
と
ち
餅
の
生
産
、
販

売
。
雲
南
市
か
ら
は
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
入
状

況
を
報
告
。
邑
南
町
は
、
昨
年
道
の
駅
で

地
産
地
消
鍋
を
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
東

日
本
大
震
災
の
義
援
金
に
充
て
た
事
、
遊

休
農
地
利
用
と
し
て
赤
ソ
バ
を
栽
培
し
た

事
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
他
荒
廃
地
の
解

消
、担
い
手
の
確
保
の
問
題
が
出
ま
し
た
。

最
後
に
知
事
が
、
今
後
も
女
性
の
力
を
発

揮
し
地
域
で
活
躍
す
る
よ
う
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
有
意

義
な
会
で
し
た
。

邑
南
町
農
業
委
員
会
か
ら
河
野
委
員
、

松
島
委
員
の
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
先
立
っ
て
、
松
江
市
女
性
委

員
の
足
立
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
し

た
。十

五
ａ
の
農
地
に
四
棟
の
ハ
ウ
ス
が
あ

り
、
内
三
棟
を
見
学
し
、
栽
培
状
況
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
野
菜

が
多
品
目
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
の

ハ
ウ
ス
に
は
菊
や
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
が
生

育
中
で
し
た
。
野
菜
は
切
れ
間
無
く
植
付

け
し
、
市
場
や
道
の
駅
、
ス
ー
パ
ー
等
に

毎
日
出
荷
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ハ
ウ
ス
は
平
成
三
年
に
足
立
さ
ん

が
一
人
で
始
め
ら
れ
、
現
在
は
三
男
の
就

農
が
あ
り
二
人
で
経
営
を
さ
れ
て
い
て
、

特
に
花
は
息
子
さ
ん
が
主
力
で
す
。

そ
し
て
、
息
子
さ
ん
の
就
農
を
機
に
ソ

フ
ト
を
勉
強
し
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
足
立
さ
ん
は
認
定
農
業
者
、
息
子
さ

ん
は
認
定
就
農
者
と
二
人
三
脚
で
頑
張
っ

て
い
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
家
族
経
営
協
定
を

結
び
、
一
人
一
人
自
立
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
女
性
農
業
委
員

研
修
会
開
催

現
地
視
察
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「
家
族
経
営
協
定
」を
結
ぶ
と

こ
ん
な
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト
や
要
件
が
得
ら
れ
ま
す

家族経営協定を結ぶまでのステップ

家 族 経 営 協 定 に つ いて
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農
地
の
利
用
状
況
調
査
の

　
　
　
　 

結
果
に
つ
い
て

農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

農
業
委
員
会
で
は
、
十
一
月
を
『
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
』
と
し
、
農
地
法
第

三
十
条
第
一
項
に
基
づ
く
農
地
の
利
用
状

況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
調
査
は
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
の
改
正
農
地
法
施

行
に
よ
り
、
農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
の

責
務
規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
農
業
委

員
会
の
役
割
と
し
て
そ
の
実
施
が
新
た
に

義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

優
良
農
地
の
確
保
、
有
効
利
用
の
促
進

の
た
め
、
農
地
の
遊
休
・
荒
廃
化
の
実
態

把
握
と
発
生
防
止･

解
消
、
農
地
の
違
反

転
用
発
生
・
防
止
対
策
等
を
重
点
に
耕
作

放
棄
地
全
体
調
査
と
一
体
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
は
農

業
委
員
だ
け
で
は
な

く
、
農
林
業
集
落
推

進
員
や
集
落
長
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
全

て
の
農
地
を
対
象
に

現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度

に
お
い
て
、
調
査
を

実
施
し
た
結
果
は
表

の
と
お
り
で
し
た
。

一
．表
中〈
緑
〉・〈
黄
〉と
判
断
し
た
農
地

に
つ
い
て

農
地
の
遊
休
化
・
荒
廃
を
防
止
し
、
農

地
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

○
日
常
の
草
刈
り
等
を
定
期
的
に
実
施

し
、雑
草
等
の
繁
茂
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
中
山
間
直
接
支
払
、
農
地･

水
保
全

管
理
支
払
交
付
金
等
を
積
極
的
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
優
良
農
地
に
つ
い
て
は
、
白
紙
委
任

制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
交
付

金
の
活
用
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
．表
中《
赤
》と
判
断
し
た
農
地
に
つ
い
て

○
雑
木
等
が
繁
茂
等
し
て
い
る
場
合

は
、
非
農
地
証
明
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
そ
の
後
、
地
目
変
更
登
記
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

○
植
林
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
転
用
許

可
申
請
書
等
を
提
出
の
上
、
許
可
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、

地
目
変
更
登
記
等
を
行
っ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
．表
中《
青
》と
判
断
し
た
農
地
に
つ
い
て

○
過
去
に
転
用
許
可
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
地
目
変
更
登
記
等
を
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
転
用
許
可
か
ら
年
数
が
経
過
も
し
く

は
許
可
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
「
許
可
を
取
り
消
し
て

な
い
旨
の
証
明
」
を
交
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
地
目
変
更
登
記
等
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
転
用
許
可
申
請
書
等
を
提

出
の
上
、
許
可
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
、
地
目
変
更
登
記
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
農
業
委
員
が
農
地
所
有
者
の
皆

さ
ん
の
ご
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
遊
休

農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

調
査
並
び
に
そ
れ
に
基
づ
く
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

以
上
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
農
業
委

員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

遊休化・荒廃の程度 　 羽須美 瑞穂 石見 合計
〈緑〉
人力や機械で草刈り・耕起・抜根・
整地等を行うことにより、直ちに
耕作することが可能な土地

田 5.61 9.70 4.89 20.20

畑 3.41 3.32 3.76 10.49

計 9.02 13.02 8.65 30.69
〈黄〉
草刈り等では直ちに耕作できな
いが、重機を用いて基盤整備等を
実施して農業利用すべき土地

田 12.84 17.91 6.66 37.41

畑 5.25 8.69 2.37 16.31

計 18.09 26.60 9.03 53.72
《赤》
すでに森林･原野化しており、農
地に復元して利用することが不
可能と見込まれる土地

田 45.02 52.02 43.12 140.16

畑 32.83 49.69 41.79 124.31

計 77.85 101.71 84.91 264.47
《青》
人的な要因により非農地化して
おり、農地に復元して利用するこ
とが不可能と見込まれる土地

田 15.25 31.31 22.70 69.26

畑 4.71 7.64 10.13 22.48

計 19.96 38.95 32.83 91.74

（単位：ha）   
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新
規
就
農
者
支
援
制
度

認
定
農
業
者
制
度

邑
南
町
で
は
、
農
業
を
始
め
た
い
と

考
え
な
が
ら
も
、「
所
得
の
確
保
」「
技

術
の
習
得
」
等
に
関
す
る
悩
み
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
に
安
心
し
て
農
業
を

始
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
就
農
の
準

備
段
階
か
ら
経
営
を
開
始
し
た
後
の
就

農
初
期
段
階
ま
で
、
農
業
を
始
め
る

方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

体
験

・
邑
南
町
ワ
ー
ク
＆
ス
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

ハ
ー
ブ
栽
培
や
加
工
、
施
設
園
芸
作

物
（
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
等
）
の
栽
培

及
び
経
営
を
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま

す
。
研
修
助
成
金
は
、
月
額
十
三
万
円

で
す
。

　

就
農
前

・
青
年
就
農
給
付
金
【
準
備
型
】

島
根
県
農
業
大
学
校
や
先
進
農
家
等

で
研
修
を
受
け
る
方
へ
給
付
い
た
し
ま

す
。給

付
額
は
、
年
額
一
五
〇
万
円
（
二

年
以
内
）
で
す
。

・
半
農
半
Ｘ
実
践
者
支
援
事
業

農
村
地
域
へ
の
定
住
を
目
的
と
し
、

自
営
就
農
・
雇
用
就
農
で
は
な
く
、
兼

業
収
入
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
の
形
で

就
農
を
す
る
方
へ
給
付
い
た
し
ま
す
。

給
付
額
は
月
額
十
二
万
円
（
一
年
以

内
）
で
す
。

　

就
農
後

・
青
年
就
農
給
付
金
【
経
営
開
始
型
】

地
域
で
農
業
の
課
題
を
話
し
合
い
、

地
域
の
将
来
設
計
を
行
う｢

人
・
農
地

プ
ラ
ン｣

に
新
規
就
農
者
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
方
に
給
付
い
た
し
ま
す
。

給
付
額
は
、
年
額
一
五
〇
万
円
（
最

長
五
年
間
）
で
す
。

・
経
営
体
育
成
支
援
事
業

｢

人
・
農
地
プ
ラ
ン｣

に
新
規
就
農
者

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
新
規
就
農
者

の
方
に
対
し
て
施
設
整
備
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

補
助
率
は
事
業
費
の
１
／
２
で
す
。

・
自
営
就
農
開
始
支
援
事
業

島
根
県
に
新
規
就
農
者
と
し
て
認
定

さ
れ
る
認
定
就
農
者
の
方
に
対
し
て
施

設
整
備
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

補
助
率
は
事
業
費
の
１
／
３
で
す
。

・
半
農
半
Ｘ
開
始
支
援
事
業

半
農
半
Ⅹ
実
践
者
が
営
農
を
開
始
す

る
た
め
の
施
設
整
備
支
援
を
行
い
ま
す
。

補
助
率
は
事
業
費
の
１
／
３
で
す
。

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

き
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
即
し
て

効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
目
標

等
を
内
容
と
す
る
基
本
構
想
を
策
定

し
、
こ
の
目
標
を
目
指
し
て
農
業
者
が

作
成
し
た
農
業
経
営
改
善
計
画
を
認
定

す
る
制
度
で
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
た
め
に
は

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
農
業
者

が
、
五
年
後
を
見
通
し
て
、
経
営
を
ど

の
よ
う
に
改
善
・
発
展
さ
せ
、
そ
れ
を

実
現
さ
せ
る
方
法
を
記
載
し
た
、
農
業

経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書
を
邑
南
町

農
林
振
興
課
へ
提
出
す
る
と
、
審
査
を

経
て
町
長
が
認
定
し
ま
す
。

※
邑
南
町
が
構
想
す
る
農
業
経
営

（
十
年
後
）
は
、
年
間
所
得
（
一
人
当

た
り
）
が
四
百
万
円
程
度
、
年
間
労
働

時
間
（
一
人
当
た
り
）
が
二
千
時
間
程

度
で
す
。

　

認
定
農
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

・
低
利
資
金
の
融
資

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等
の
長
期
低
利
融

資
制
度
が
利
用
可
能
で
す
。ま
た
、｢

人
・

農
地
プ
ラ
ン｣

に
担
い
手
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
は

貸
し
付
け
当
初
五
年
間
が
無
利
子
に
な

り
ま
す
。

・
税
制
特
例

青
色
申
告
を
す
る
認
定
農
業
者
の
方

が
、
経
営
規
模
を
一
定
以
上
拡
大
さ
れ

る
と
、
減
価
償
却
費
を
法
定
償
却
額
よ

り
も
割
り
増
し
で
計
上
が
可
能
で
す
。

・
農
地
集
積

農
地
保
有
合
理
化
団
体
に
よ
る
農
地

の
借
り
入
れ
を
認
定
農
業
者
の
方
へ
貸

し
付
け
、
農
用
地
の
集
積
を
促
進
し
ま

す
。

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金

農
業
者
個
別
所
得
補
償
制
度
な
ど
の

交
付
金
を
農
業
経
営
改
善
計
画
な
ど
に

従
っ
て
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金

と
し
て
積
み
立
て
た
場
合
、
こ
の
積
立

額
を
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。

・
農
業
者
年
金

月
額
保
険
料（
二
万
円
）に
対
し
表
の

よ
う
に
国
か
ら
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

支 援 制 度の 紹 介について

補助対象者
国庫補助額

35歳未満 35歳以上

認定農業者で青色申告者 10,000円 6,000円

認定農業者又は青色申告者のいずれ
か一方を満たす者で、3年以内に両
方を満たすことを約束した者

6,000円
　

4,000円

35歳未満の直系卑属の農業継続者
で35歳まで（25歳未満の者は10年
以内）に認定農業者で青色申告者と
なることを約束した者

－
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法
人
の
概
要

○
設　

立　

平
成
二
十
二
年
一
月

○
構
成
員　

矢
上
地
区
下
大
畑
区

　

一
九
戸　

集
落
全
戸
加
入

○
出
資
金	

三
百
九
十
万
円

○
経
営
規
模	

水
稲　

約
十
ha

　

内
訳
（
二
十
四
年
度
）

　

コ
シ
ヒ
カ
リ　
　
　

六
．
五
ha

　
　
　
　
　
　
　
（
内
ハ
ー
ブ
米　

二
ha
）

　

ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン　
　

二
．
九
ha

　

飼
料
稲　
　
　
　
　

〇
．
六
ha

○
機
械
設
備
等

　

ト
ラ
ク
タ
ー　
　
　
　
　

一
台　

　

コ
ン
バ
イ
ン　
　
　
　
　

一
台　
　
　

　

籾
乾
燥
機　
　
　
　
　
　

一
台　
　
　

　

田
植
機　
　
　
　
　
　
　

一
台

　

防
除
機　
　
　
　
　
　
　

一
台

　

自
走
草
刈
機　
　
　
　
　

三
台

　

機
械
格
納
倉
庫　
　
　
　

一
棟

　

法
人
設
立
へ
向
け
て

一
、
米
価
の
下
落
に
よ
り
自
己
完
結
型
の

個
別
経
営
で
は
所
得
の
向
上
が
見
込
め

な
い
。

一
、
集
落
内
の
農
地
を
法
人
の
も
と
で
一

括
し
て
計
画
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
出

農
業
生
産
法
人
紹
介

来
る
。

一
、
低
コ
ス
ト
生
産
、
高
収
益
を
図
り
農

業
所
得
の
向
上
が
期
待
出
来
る
。

一
、
作
業
の
分
業
化
に
よ
っ
て
構
成
員
の

労
力
（
体
力
）
に
応
じ
た
作
業
が
可
能

と
な
る
。

一
、
組
合
員
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
集

落
の
活
力
維
持
を
図
る
。

一
、
国
の
支
援
等
を
活
用
し
、
体
制
整
備

を
す
る
。

こ
れ
等
を
集
落
内
で
確
認
し
、
法
人
化

へ
と
進
め
て
き
た
。

　

法
人
化
に
あ
た
り
、
機
械
施
設
整
備
費

が
約
一
千
七
百
万（
倉
庫
建
設
費
を
含
む
）

程
度
か
か
り
、
国
等
か
ら
の
助
成
を
活
用

す
る
も
約
八
百
万
円
余
の
自
己
資
金
が
必

要
と
な
っ
た
。

　

自
己
資
金
の
調
達
に
は
、
構
成
員
か
ら

の
出
資
金
、
中
山
間
地
直
接
支
払
の
積
立

等
で
全
額
を
ま
か
な
い
、
借
入
金
は
生
じ

て
い
な
い
。

　

法
人
の
現
在
の
状
況

　

集
落
内
の
水
田
を
一
括
し
て
フ
ァ
ー
ム

い
こ
い
が
借
上
げ
、
借
地
料
と
し
て
十
a

あ
た
り
七
千
円
、
水
田
の
管
理
料
と
し
て

（
所
有
水
田
の
草
刈
り
、
水
管
理
等
）
同

四
千
五
百
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、共
同
作
業
へ
の
出
夫
に
対
し
て
は

一
時
間
あ
た
り
八
百
円
の
賃
金
を
支
払
う
。

　

法
人
が
水
田
を
一
括
借
上
げ
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
構
成
員
の
保
有
米
は
家
族
一

人
当
り
三
袋
（
九
〇
kg
）
基
準
と
し
、
農

協
へ
の
販
売
価
格
で
売
渡
し
、
こ
れ
以
上

の
希
望
者
に
は
販
売
価
格
に
千
円
上
乗
せ

し
て
販
売
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
法
人
の
米
販
売
額

は
約
一
千
万
円
程
度
あ
り
、
籾
乾
燥
機
の

導
入
に
よ
り
百
八
十
万
円
程
の
余
剰
金
が

出
て
お
り
、今
後
の
機
械
設
備
の
更
新
費
と

し
て
積
立
て
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

二
十
四
年
度
の
法
人
の
経
営
方
針

一
、
合
理
的
な
体
業
体
系
の
樹
立

一
、
作
物
の
特
性
を
把
握
し
、
的
確
な
肥

培
管
理

一
、
有
機
資
材
を
活
用
し
、土
作
り
の
推
進

一
、
栽
培
技
術
の
習
得

一
、
総
合
的
コ
ス
ト
の
低
減

一
、
構
成
員
相
互
の
融
和

一
、
農
作
業
事
故
の
防
止

以
上
、
七
項
目
を
総
会
で
確
認
し
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

法
人
化
し
て
良
か
っ
た
点

○
集
落
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
出
来
た

○
女
性
を
含
め
体
力
に
応
じ
た
作
業
が
出

来
る
。

○
集
落
内
の
水
田
の
荒
廃
地
が
無
く
な
っ

た
。

○
集
落
内
の
結
束
が
一
段
と
強
く
な
っ
た
。

　

法
人
の
今
後
の
課
題

○
低
コ
ス
ト
生
産
を
図
る
た
め
育
苗
ハ
ウ

ス
の
建
設
。

○
水
田
の
借
上
げ
料
及
び
管
理
料
の
見
直

し
。

○
ト
ラ
ク
タ
ー
等
機
械
設
備
の
初
期
投
資

は
国
の
助
成
等
に
よ
り
負
担
が
縮
少
さ

れ
た
が
、今
後
の
農
機
具
更
新
費
の
確
保
。

『
フ
ァ
ー
ム 

い
こ
い
』

（
代
表　

服
部　

一
伸
さ
ん
）

2012年７月　第12号 6



寺
本
　
進
　

さ
ん

　
　
　
　
　（
五
十
二
歳
）

（
矢
上
地
区
・
大
坪
原
）　
　
　
　
　

　

今
回
の
「
農
を
守
る
人
」
は
、
邑
南

町
矢
上
の
寺
本
進
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　

寺
本
さ
ん
は
平
成
四
年
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
ト
マ
ト
栽
培
を
主
体
に
農
業
を
す

る
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
青
年
連

盟
の
初
代
会
長
を
務
め
る
な
ど
地
域
の

青
年
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
現
在
は
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
へ
の
野
菜

生
産
組
合
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
か
ら
邑
南
町
の

農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
と
と
も
に
、

町
の
「
夢
響
き
あ
い
塾
」
の
講
師
と
し

て
中
学
生
に
農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
な

ど
後
継
者
育
成
に
も
定
評
の
あ
る
生
産

者
で
す
。

・
現
在
の
経
営
規
模
と
主
力
作
物
は
？

　

ハ
ウ
ス
は
三
十
ａ
（
九
棟
）
で
、
ト

マ
ト
を
中
心
に
、
小
ネ
ギ
や
野
菜
苗
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
露
地
は
イ
チ
ジ
ク

（
八
ａ
）、
な
す
（
八
ａ
）、
白
ね
ぎ
（
五

ａ
）
で
す
。

・
農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
状
況
は
？

　

平
成
十
二
年
か
ら
五
人
受
入
れ
、
三

人
が
町
内
で
就
農
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
農
業
研
修
生
は
二
十
二
年
度
ま

で
で
十
九
名
受
入
れ
町
内
で
の
就
農
は

七
名
で
す
。

・
高
い
就
農
率
の
理
由
は
？

　

栽
培
技
術
は
後
か
ら
で
も
教
え
れ
る

の
で
、
農
地
を
探
す
な
ど
早
い
段
階
か

ら
就
農
の
た
め
の
準
備
を
手
伝
っ
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

・
後
継
者
の
育
成
の
た
め
、
町
や
農
業

　

委
員
会
に
希
望
す
る
こ
と
は
？

　

農
業
を
趣
味
や
生
き
が
い
と
し
て

捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
き
ち
ん
と
職
業

と
し
て
の
農
業
が
議
論
で
き
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
真
剣
に
職
業
と
し
て
農

業
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
農
業
の

面
白
さ
も
わ
か
る
し
、
後
継
者
が
育
つ

と
思
う
。

　

本
年
は
、
益
田
市
出
身
の
広
瀬
和
也

さ
ん
（
二
十
四
歳
）
が
寺
本
農
園
で
研

修
を
受
け
て
い
ま
す
。
研
修
終
了
後

は
、
町
内
で
就
農
し
果
樹
栽
培
の
希
望

を
持
っ
て
い
ま
す
。

農を守る人たち

 
【
表
紙
写
真
の
紹
介
】

　

高
原
保
育
園
の
園
児
た
ち
の
バ
ケ

ツ
稲
作
り
で
す
。
今
年
も
紫
黒
米
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
秋
に
は
収
穫
し

て
、
保
育
園
の
給
食
で
み
ん
な
で
食

べ
ま
す
。（
上
段
）

　
「
生
協
ひ
ろ
し
ま
と
生
産
者
の
交
流

米
づ
く
り
体
験
で
す
。
除
草
作
業
（
矢

上
の
水
田
）
を
皆
さ
ん
で
行
い
ま
し

た
。」（
下
段
）

【
写
真
】

（
右
）
有
井
さ
ん
（
昨
年
度
の
研
修
生
）

（
中
央
）
寺
本
さ
ん

（
左
）
広
瀬
さ
ん
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農
業
委
員
が
、
野
菜
や
味
噌
を
持
ち

寄
っ
て
作
っ
た
、
地
産
地
消
鍋
を
今
年

も
道
の
駅（
瑞
穂
）で
実
施
し
ま
し
た
。

豚
肉
、
猪
の
肉
も
入
っ
て
お
り
、
と
て

も
お
い
し
く
出
来
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
）

　

農
地
の
現
状
を
把
握
し
農
地
の
利
活

用
を
加
速
し
よ
う
と
、
遊
休
農
地
解
消

の
た
め
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
践
研
修

会
が
一
月
二
十
六
日
、
大
田
市
で
開
か

れ
、
邑
南
町
農
業
委
員
会
か
ら
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

農
地
法
の
改
正
で
、
農
業
委
員
会
は

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
毎
年
実
施

し
、
町
が
行
う
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査

と
合
わ
せ
、
遊
休
農
地
を
解
消
し
て
い

く
方
向
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
兵
庫
県
豊
岡
市
農
業
委
員

会
は
、
市
が
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
も
住
め

る
環
境
は
人
間
に
と
っ
て
も
豊
か
な
環

境
で
あ
る
」
を
合
言
葉
に
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
る
な
か
、
自
然
環
境
に

調
和
し
た
郷
づ
く
り
を
重
視
。
遊
休
農

地
解
消
対
策
で
は
、
委
員
会
内
に
「
解

消
検
討
委
員
会
」を
設
け
、農
機
具
メ
ー

カ
ー
や
地
元
集
落
と
連
携
し
て
、
五
年

間
で
二
七
㌶
の
遊
休
農
地
を
解
消
し
た

事
例
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

松
江
市
農
業
委
員
会
は
、
市
と
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
構
成
す

る
「
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
」
を
設

置
し
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
合
わ
せ
、

乗
用
の
大
型
草
刈
り
機
の
貸
し
出
し
も

し
な
が
ら
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
グ

ル
ー
プ
は
、
和
牛
の
放
牧
や
粗
放
管
理

が
可
能
な
特
用
樹
の
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
の

栽
培
で
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
い
る
事

例
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

県
農
業
会
議
で
は
平
成
二
十
三
年
度

の
永
年
勤
続
表
彰
を
松
江
市
で
行
な
い

ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
っ
て
の
農
業
委

員
会
委
員
の
活
動
に
対
し
て
の
表
彰
で

邑
南
町
農
業
委
員
会
で
は
二
名
の
該
当

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

木
村　

勇
（
高
原
、
前
農
業
委
員
）

　
（
平
成
十
三
年
四
月
〜
平
成
二
十
三
年
五
月
）

　

石
橋　

博
（
市
木
）

　
（
平
成
十
三
年
四
月
〜
平
成
二
十
四
年
七
月
現
在
）

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
の
発
展
と
農
業
者

の
地
位
向
上
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

地
産
地
消
大
鍋

遊
休
農
地
解
消
研
修
会

勤
続
表
彰

　

五
月
の
後
半
を
迎
え
た
こ
の
時
期

は
、
山
の
若
葉
と
田
植
え
の
終
っ
た
田

ん
ぼ
の
緑
で
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

近
頃
は
田
植
え
を
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
に
済
ま
す
農
家
も
多
く
見

受
け
ま
す
が
、
私
の
子
ど
も
の
頃
は
田

植
え
を
終
え
た
行
事
で
あ
る
「
泥
落
し
」

は
六
月
の
後
半
で
、
そ
の
時
期
ま
で
田

植
え
を
し
て
い
た
の
だ
な
と
、
昔
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　

地
球
の
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
、
早

く
か
ら
作
業
が
出
来
る
こ
と
や
、
機
械

化
に
よ
る
作
業
期
間
の
短
縮
で
、
田
植

え
の
済
む
時
期
も
早
め
ら
れ
た
も
の
だ

と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
温
暖
な
地
方
の
米
の
評
価
は

低
く
、
温
暖
化
の
進
む
先
行
き
を
少
々

不
安
に
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

田
植
え
の
最
適
な
時
期
を
、
も
う
一
度

考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。　
　
　
　

（
上
田
）　

編
集
後
記

活
動
報
告
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